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〈要旨〉

　一機会の多量な飲酒（以下ビンジ飲酒）の対策を検討するため，Theory of Planned Behavior（以下 TPB）

を用いたビンジ飲酒に関する諸外国の文献レビューを行った。EBISCO host（CINAHL complete, MEDLINE, 

PsycARTICLES, PsycINFO）を用いて，キーワードに “binge drinking”  “the theory of planned behavior” ，

除外ワードに “adolescent” を設定し，2010 ～ 2019 年で学術誌に限定した結果，14 件（横断研究３件，縦断

研究８件，介入研究３件）が対象論文として抽出された。ビンジ飲酒行動に最も強く影響したのは TPB で「行

動意図」，TPB 以外で「過去のビンジ飲酒」であった。また，ビンジ飲酒行動意図に最も強く影響したのは

TPB で「態度」「道徳的規範」，TPB 以外で「自己同一性」であった。介入研究では，TPB の構成概念を基盤

に「実施意図」や「信念メッセージ」を用いた検証が行われたが，ビンジ飲酒行動に一貫した効果はなかった。

介入検証は３件と少なく，対象も大学生に限定されているため，今後，対象層を拡大しながら介入方法の検討

が必要と考えらえる。

〈Abstract〉

　We reviewed international literature on binge drinking, defined as over-drinking alcohol on a single occasion, 

based on the Theory of Planned Behavior （TPB） to identify binge drinking management measures. We conducted 

a search using EBSCO host （CINAHL Complete, MEDLINE, PsycARTICLES, PsycINFO） limited to academic 

journals published between 2010 and 2019. We used “binge drinking” and “the theory of planned behavior” as 

keywords and “adolescents” as a excluded keyword. We identified 14 papers, including three cross-sectional studies, 

eight longitudinal studies, and three intervention studies. These papers indicated that “intentions” in TPB and “past 

binge drinking” other than in TPB affected binge drinking behaviors most strongly. Moreover, “attitudes” and 

“moral norms” in TPB and “self-identity” other than in TPB affected the intention to binge drink most significantly. 

Intervention studies adopting “intentions to implement” and “belief messages” based on TPB constructs indicated 

no consistent effects on binge drinking behaviors. Furthermore, there were only three intervention verification 

studies, which were limited to university student participants. We suggest examining intervention methods by 

expanding the participants’ range in the future.
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Ⅰ．緒　言
本研究では，Theory of Planned Behavior（計画

的行動理論，以下，TPB）を用いたビンジ飲酒に

関する文献レビューを行う。ビンジ飲酒とは，定義

は 未 だ 一 律 で は な い が，National Institute on 

Alcohol Abuse and Alcoholism（NIAAA）による

と約２時間で純アルコール量（男性で 70g，女性で

56g 以上）を摂取し，血中アルコール濃度が 0.08%

以上になることを指す１）。わが国のビンジ飲酒者は，

男性32.3％，女性8.4％でいずれも増加傾向にある２）。

ビンジ飲酒は，危険飲酒（飲酒者に対する有害な結

果をはらむアルコールの消費パターン）３）の１つで

あるが，この危険飲酒の健康被害は消費パターンの

特徴で異なる。例えば，酩酊するほどの飲酒では自

身や他者をも損なうような外傷や暴力，コントロー

ル不能を含むリスクが急激に出現し，慢性的な大量

飲酒では肝障害やある種の癌，精神障害のような長

期的な医学リスクを呈する４）。そのため，各消費パ

ターンで対策を検討する必要がある。

アルコール消費パターンとレベルは，性別，年齢，

個人の生物学的・社会経済的脆弱要因，さらには政

策環境など，多くの異なる要因によって決定される。

また，飲酒行動に許容的な社会規範の浸透による，

飲酒の害と利益に関するメッセージの混在が，アル

コール消費をめぐる健康追及行動を遅らせてい

る５）。そのため，アルコール問題は，生物と環境の

相互関係を捉える生態学的モデルに基づいて，個人

レベル，物理環境レベル，政策レベルなどマルチレ

ベルの介入の組合せが必要とされる６）。

これまで，わが国でビンジ飲酒に関連した問題は，

若年者によるいわゆるイッキ飲みや過量飲酒等によ

る急性アルコール中毒を予防することを重視して取

り組まれてきた。近年のわが国の調査では，ビンジ

飲酒という消費パターンに注目し，大学生のビンジ

飲酒とアルコール関連外傷との関連や，異常な飲酒

としての自己認識との関連，飲み放題システムと

いった環境レベルとの関連が明らかになってい

る７，８）。そのような中で，本研究ではビンジ飲酒に

対する個人のモティベーションに焦点をあてる。モ

ティベーションは個人の内部・外部環境に影響を受

ける意識で，生物と環境の相互関係を個人の意識か

ら捉えることができる。また，ビンジ飲酒を習慣行

動ではなくモティベーションから捉えるのはビンジ

飲酒がアルコールの使用障害を増強し助長する行動

のためである。精神医学的診断分類（DSM-5）によ

る物質使用障害の診断９）では，コントロール障害，

社会的障害，危険使用，身体依存という従来からの

診断項目に，渇望（強い欲求，craving）という項

目を新たに加えることによって，物質使用障害の嗜

癖行動としての特徴 10）の明確化を図っている。す

なわち嗜癖行動とは，物質使用への渇望によってコ

ントロール障害を来した状態であり，ビンジ飲酒の

場合，初期には習慣行動と言い切れないが，習慣化

しアルコール使用障害に移行するリスクが高い。し

たがって，ビンジ飲酒へのモティベーションの解明

を通じて習慣化を防止するための早期介入が必要と

なる。

個人レベルでの健康行動のメカニズムの理解や，

行動変容のための介入法のデザインに役立つ理論に

は「健康信念モデル」，「計画的行動理論（TPB）」

/「合理的行動理論（TRA）」/「統合行動理論（IBM）」，

「行動変容ステージモデル」がある６）。TPB，

TRA，IBM はいずれも，個人のモティベーション

に関連する構成概念に焦点を当てた理論である。こ

の中で最初に提唱された TRA は，行動を決定する

主な要因は行動意図であり，行動意図は「態度」と

「主観的規範」によって決定されると仮定している。

一方，TPB は，行動意図の決定要因に「行動コン

トロール感」という新たな要因を加えたものであ

る４）。さらに，IBM は，行動の決定要因として行

キーワード
計画的行動理論	 theory of planned behavior
ビンジ飲酒	 binge drinking
文献レビュー	 literature reviews
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動意図の他に「知識とスキル」「環境的制約」「行動

の重要性」「習慣」を追加し枠組みの拡張を図ろう

とするものであるが，IBM を用いたビンジ飲酒の

研究は蓄積が乏しい 11，12）。

そこで本研究では，ビンジ飲酒について TPB を

用いた文献レビューを行う。また，国内文献がない

ため諸外国の文献をあたる。文献の検討に当たって

は，TPB 理論によるビンジ飲酒の検証方法や，構

成概念の重み付け，介入効果の知見を扱うことによ

り，ビンジ飲酒へのモティベーションについての理

解に加え，TPB や IBM を用いた研究の発展可能性

についても検討を加える。

Ⅱ．方　法
データ収集と分析方法

2019 年９月までに発表された文献を対象に，検

索エンジンは，EBISCO host（CINAHL complete, 

MEDLINE, PsycARTICLES, PsycINFO）を用いて

検索した。その際，キーワードを “binge drinking”  

“the theory of planned behavior” ，除外キーワー

ドに “adolescent” に設定し，2010 年から 2019 年の

10年間で，学術誌に限定して検索した。 “adolescent” 

を除外した理由は，未成年の飲酒動機の構造が成人

と異なるためである 13）。結果 20 件が抽出された。

このうち，重複論文や入手不可な論文，ビンジ飲酒

の分析や TPB としての因子を扱っていない論文，

メタ分析を除外して，14 件を抽出した。論文の選

定プロセスは共同研究者と確認を取りながら行っ

た。特に，論文中で扱っている TPB の構成概念や

測定項目の妥当性については共同研究者と２人で検

討を重ねた。抽出した論文は，研究デザイン別に発

表年順で整理した。更にビンジ飲酒測定の構成概念，

TPB の測定項目，ビンジ飲酒行動や行動意図に影

響する因子と介入効果を整理した。分析では，検討

した結果を整理し解釈するために文献統合 14）を参

考に論文の要約表を作成し概観を確認した。その上

で，ビンジ飲酒の行動や行動意図への影響力と介入

効果に着目し，一貫性や相違性を踏まえて整理し統

合を図った。

Ⅲ．結　果
対象論文の概要

対象論文は 14 件であった。分析結果を Table １，

Table ２に示す。研究デザインは，観察研究では横

断研究３件 15-17），縦断研究８件 18-25），介入研究は３

件 26-28）であった。調査対象は，大学生を対象とし

たものが 12 件，18 歳以上の一般成人を対象とした

ものが３件であった。縦断研究におけるビンジ飲酒

行動の検証期間は，２週間が４件と最も多く，次い

で１か月が３件，１週間が１件，２か月が１件であっ

た（重複を含む）。介入研究における効果検証期間は，

１か月が３件と多く，次いで１週間が１件であった。

TPB 測定因子の設定

TPB の各因子の測定には，主として以下の３種

類があった。①行動意図，態度，主観的規範，行動

コントロール感（Perceived Behavioral Control）の

４因子で測定したものが４件 17，20，21，29）②行動意図，

態度，主観的規範，行動コントロール感，セルフエ

フィカシーの５因子で測定したものが３件 18，19，22），

行動意図，感覚的態度，認知的態度，主観的規範，

状況的規範，セルフエフィカシー，行動コントロー

ル感の７因子で測定したものが２件 27，28）であった。

なお，これらの測定項の中には，尺度を組合せてい

るものもあったが，主として４種類の TPB 測定項

目 27，30-32）が使用されていた。

ビンジ飲酒に対する TPB 各因子の影響力の検討

１．ビンジ飲酒行動への影響　

TPB 理論を用いて，縦断研究により検証した調査

は７件（Table １）で，ビンジ飲酒行動への説明力

は 29.3-77.0％であった。ビンジ飲酒行動に最も強く

影響を与えていたのは TPB で「行動意図」19，20，22，25），

TPB 以外では「過去のビンジ飲酒」24，26）であった。

また，ビンジ飲酒に影響を与えていたのは，「主観的

規範」18，22） や「行動コントロール感」18，25）「習

慣」19，20）であった。

２．ビンジ飲酒の行動意図への影響　

TPB を用いて，横断・縦断研究によりビンジ飲酒

の行動意図を検証した調査は９件（Table １）で，

ビンジ飲酒行動意図への説明力は 47.0-80.0％であっ
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Table 1　横断・縦断研究の概要
文献 調査法 調査対象 調査国 sample 研究目的 意思の影響因子

（β）
行動意図

（調整済み R2）
行動の影響因子

（β）
行動

（調整済み R2）

Deshpande et 
al. 2011

横断
研究 大学 USA 294 Binge 飲酒の状況を区分し、

各影響要因を検証

Light binge drinker
　態度
　行動コントロール感
Medium binge drinker
　態度
　主観的規範
Heavy binge drinker
　態度

　 　 　

Rhodeset et al. 
2013

横断
研究 大学生 GBR 149

飲酒意思と多次元の行動コ
ントロール感がビンジ飲酒
に及ぼす影響について検証

TPB
　自己効力感（.64***）
　行動意図×罪悪感
　（.07**）
　罪悪感（.16***）

48.0%

Haydon et al. 
2018

横断
研究

18 歳以上の
女性 AUT 1069

TPBと自己同一性について、
女性の Binge 飲酒行動意図
との関連を検証

18-24 歳（一例）
TPB
　態度（.343***）
　主観的規範（.146***）
　（年代によっては有意
　 でなかった）
　行動コントロール感
　（-.142***）
自己同一性（.354***）

年代別
48-62％ 　 　

Woolfson et al. 
2010

縦断
研究 大学生 SCO

T1= 64
T2= 62

（１か月後）

TPB モデルが Binge 飲酒の
行動意図や行動を予測する
かを検証

TPB
　態度（.43***）
　過去の行動（.35**）
　態度×過去の飲酒行動
　（.29**）
　自己効力感（.017*）

80.0%

TPB
　認知された制御
　（-1.42☨）
　主観的規範
　（-1.21☨）

Nagelkerke
R2 65%

Norman 2011 縦断
研究

大学生
（18 歳以上） GBR

T1= 137
T2= 109

（１か月後）
TPB と習慣力が Binge 飲酒
行動に与える影響を検証

TPB
　態度（.56***）
　自己効力感（.27***）
　習慣力（.24***）

78.0%
TPB
　行動意図（.45**）
　習慣力（.31**）

42.0%

Gardner et al. 
2012

縦断
研究 大学生 GBR

T1= 167
T2= 128

（１週間後）

習 慣 と 同 一 性 の 概 念 が、
TPB 拡張モデルとして適切
であるかを検証

TPB
　態度（.47***）
　行動コントロール感
　（.16*）
　同一性（.33***）

62.0%
TPB
　行動意図（.45***）
　習慣（.20*）

40.0%

Hagger et al. 
2012

縦断
研究

会社員
（35 歳以下）

EST
FIN
SWE
GBR

n=486
T1= baseline
T2= １か月後
T3 ＝２か月後

自己決定理論から動機付け
の理論の順序を検証

TPB
　態度（.49**）（.57**）
　行動コントロール感
　（.28**）（.16**）
　主観的規範（.06*）（.08*）
過去の飲酒問題
　（-.13*） （-.11*）

（T1-T2）
69%

（T2-T3）
66%

過去の Binge 飲酒
　（.36**）（.43**）
過去の飲酒問題（.13*）

（T1-T2）
31.44%

（T2-T3）
29.27%

Ross et al. 
2013

縦断
研究

大学生
（18 歳以上） AUS

T1= 161
T2= 142

（２週間後）
T1/T2 完了 =91

TPB と自己効力感および社
会的促進が Binge 飲酒に及
ぼす影響について検証

TPB
　態度（.43**）
　主観的規範（.40**）
　社会的促進（.21**）

53.0%
TPB
　行動意図（.79**）
　主観的規範（.22**）

77.0%

Chen et al. 
2015

縦断
研究 大学生 USA

T1= 279
T2= 279 

（２週間後）

Binge 飲酒の予測因子とし
て TPB やストレス対処、孤
独の影響を検証

　 　
民族
TPB
　態度
ストレス

　

Case et al. 
2016

縦断
研究 18 歳以上 GBR

T1= 197
T2= 179

（２週間後）

TPB 理論と連動して、同一
性の適切さが Binge 飲酒行
動意図を予測するかを検証

TPB
　態度（.25**）
　行動コントロール感
　（-.15**）
　道徳的規範（.33**）
同一性の適切さ（.21*）
過去の Binge 飲酒（.17**）

71.6%
TPB
　行動意図（.24*）
　過去の Binge 飲酒
　（.60**）

60.1%

Gabbiadini et 
al. 2017

縦断
研究 大学生 ITA

T1= 404
T2= 404

（２週間後）

計画的行動理論を越えて、
MGB（mod e l  o f  g o a l -
directed behavior）が Binge
飲酒にどれだけ影響するか
を検証

TPB
　態度（.54***）
グループ規範（.19***）

47.0%
TPB
　行動意図（.57***）
　行動コントロール
　感（-.17***）

37.0%

Table 2　介入研究の概要
著者

出版年
調査
方法

調査
対象 調査国 sample 研究目的 介入内容 ビンジ飲酒

介入効果 TPB 測定項目 備考

Hagger et 
al. 2012

介入
研究 大学生

GBR
EST
FIN

T1=718
（baseline）
T2= 467 

（１か月後）

・�実行意図と精神的
シュミレーション効
果の検証

①実施意図
②�精神的シュミ

レーション
①効果あり
②効果なし

行動意図
態度
主観的規範
認知された制御

実施意図による
介入効果は英国
のみ認められる

Norman et 
al. 2018

介入
研究

大学
新入生 GBR

T1= 2,682
（baseline）
T2= 1,389

（１か月後）
T3 ＝ 892

（６か月後）

・�TPB 理論からの目標
信念

　メッセージの効果
・�実行意図の立案効果　
・��防衛的処理を減らす

自己
　肯定化の効果

①信念メッセージ
②実施意図
③自己肯定化

①効果あり
②効果なし
③効果なし

行動意図
感情態度
認知的態度
主観的規範
状況的規範
自己効力感
認知された制御

　

Norman et 
al. 2019

介入
研究

大学
新入生 GBR

T1=493
（baseline）
T2=407

（１週間後） 
T3=205

（１か月後）

・�TPB 理論からの目標
信念メッセージの効
果

・実行意図の立案効果　

①信念メッセージ
②実施意図

①効果なし
②効果なし
①×②効果
なし

行動意図
感情態度
認知的態度
主観的規範
記述的な規範
自己効力感
制御された認知

per protocol 
analysis により，
実施意図に介入
効果が認められ
る
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た。行動意図に最も強く影響を与えていたのは，

TPB で「態度」18-22，25），「道徳的規範」24），TPB 以外

では「自己同一性」17），であった。態度の測定につ

いては「良い - 悪い」「賢い - 愚かな」といった行動

の結果評価や判定的態度，「楽しい - 楽しくない」と

いった行動についての全体的感情が使われていた。

TPB 以外の項目では，ビンジ飲酒の行動意図に「同

一性」17，20，24），「習慣力」19），「社会的促進」22），「過

去の飲酒問題」24），「過去のビンジ飲酒」24），「グルー

プ規範」25），が影響していた。

介入効果の検討

１．実施意図と信念メッセージによる検証　

TPB を用いたビンジ飲酒の介入プログラムで〈実

施意図〉とは〈信念メッセージ〉による介入が実施

されていた 26-28）。〈実施意図〉は，危機的な状況（計

画の「if」の部分）を特定し，それを適切な行動反応

（計画の「then」の部分）に結びつけ，目標意図を行

動に移すことを助ける計画を立てるものである６）。

今回の介入研究ではビンジ飲酒に関する「if then」

を各自で３つ構成するように設定していた。また，〈信

念メッセージ〉による介入とは，それぞれの行動や

集団の重要な構成概念について，その下位概念であ

る信念に重点を置いて介入するものである６）。２つ

の調査 27，28）では，先行研究 33）に基づいてビンジ飲酒

介入のために３つの信念「行動信念」「規範信念」「統

制信念」から特定した「ビンジ飲酒なしで大学を楽

しむことができる」「ビンジ飲酒は学業に良くない」

「ビンジ飲酒に対する社会的圧力に抵抗すること」に

着目した簡易ビデオメッセージ（各１分）を作成し

て使用していた。

〈実施意図〉によるビンジ飲酒行動の介入効果は

認められず 27），Per Protocol Analysis でのみ効果

が認められていた 28）。また，一部の国に限定して

その効果が認められていた 21）。〈信念メッセージ〉

によるビンジ飲酒行動の介入効果は，一貫した効果

は認められなかった 27，28）。〈実施意図〉と〈信念メッ

セージ〉の相乗効果は認められなかった 27，28）。

２．その他の介入検証　

その他の介入について，〈精神的シミュレーショ

ン〉26，27），〈自己肯定化〉26）が行われていた。〈精神

的シミュレーション〉は，シミュレーション台本 34）

を導入し，望ましい飲酒結果に関する介入が実施さ

れ，〈自己肯定化〉では尺度を使用した介入が実施

されたが，いずれも介入効果はなかった。

Ⅳ．考　察
対象論文の概要

TPB を用いて行われたビンジ飲酒に関する研究

では，対象が大学生であるものが主流であった。ま

た，今回の対象論文には性差に焦点をあてて分析し

た研究がなかった。ビンジ飲酒者は若者に多く 35），

特に英国では大学生のビンジ飲酒が深刻な問題と

なっている 36）。そのため，行動変容理論の TPB を

用いたビンジ飲酒に関する研究は大学生を主流に行

われていたと言えるだろう。また縦断研究や介入研

究では，大学生を対象とした方が統制しやすいとい

うメリットもある。しかし，TPB の構成概念は，

その重みづけが行動や集団によって特徴づけられ

る６）。就労や育児，介護などの多様な社会的ストレ

スが飲酒行動に及ぼす影響を考えると，社会人のビ

ンジ飲酒の行動変容の特性は大学生とは異なる可能

性もある。今後は，大学生以外の一般成人を対象と

した研究成果が蓄積されることが望まれる。また，

ビンジ飲酒の性差は，例えば女性の多量飲酒の背景

に男女平等の意識が含まれている事 35）の影響も想

定される。今後は性別や性差を意識した TPB によ

る分析も必要と考えらえる。

TPB 測定因子の設定

TPB 各因子の測定には，主として４種類が用い

られていた 27，30-32）。これらの中には個人的能力につ

いて「行動コントロール感」と「自己効力感」の２

つの概念で測定されているものがあった。「行動コ

ントロール感」は，その行動を実施する上で様々な

要因がどれほど容易 / 困難にするかについてその人

の認識で決まること，「自己効力感」は，様々な障

害や困難に直面しながらもその行動を実行する自信

の程度を表す概念で，双方を含めることは有用であ

る６）。IBM の構成概念である「個人的能力」は，

TPB の構成概念である「行動コントロール感」に「自

己効力感」を加えたものである６）。現在のビンジ飲
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酒に関する TPB 研究では，IBM の構成概念が一部

使用されている状況にあることがわかる。

ビンジ飲酒に対する TPB 各因子の影響力の検討

１．ビンジ飲酒行動への影響　

TPB を用いて行われた縦断研究（７件）では，

ビンジ飲酒行動に最も強く影響を与えていたのは

「行動意図」で，その説明力は29.3-77.0%であった。「行

動意図」が行動に強く影響していた事は，モデルが

示す通りのプロセスであったと言える。また，一般

的に TPB は行動意図の分散の 39％，行動の分散の

27％を占める 34）。今回の対象論文には，TPB 以外

の変数について検証を行った調査報告が含まれるた

め，一概には言えないがビンジ飲酒行動への説明力

は高い傾向にあった。これに関しては，ビンジ飲酒

者には一定の割合でアルコール使用障害に該当する

対象者が含まれているためではないかと考える。

一方で，ビンジ飲酒に影響を及ぼす変数として，

TPB には含まれないが IBM には含まれている「過

去のビンジ飲酒」「過去の問題飲酒」「習慣」が見出

された。これらの変数による影響は，飲酒と習慣行

動の密接な関連によると考えられ，今後，IBM を

用いたビンジ飲酒の調査結果を対策につないでいく

ためには，習慣行動への着目することが重要となる。

２．ビンジ飲酒の行動意図への影響　

TPB を用いて行われた横断・縦断研究（９件）

では，ビンジ飲酒の行動意図に最も強く影響を与え

ていたのは「態度（６件）」「道徳的規範（１件）」で，

その説明力は47.0-80.0％であった。今回の結果から，

ビンジ飲酒に対する行動変容を検討する上で，最も

注力すべき構成概念は「態度」であったと言える。

また，態度の測定には，行動の結果評価，判定的態

度と行動の全体的感情が使われていた。結果評価は

TPB の構成概念であり，判定的態度や行動につい

ての全体的感情は IBM の構成概念である。IBM の

構成概念を用いた態度の結果 27，28）からは，行動の

全体的感情の平均値が中央値もしくは若干ポジティ

ブな傾向を示し，判定的態度の平均値はネガティブ

な傾向を示していた。この事から，ビンジ飲酒者の

行動変容に向けては，ビンジ飲酒の快 - 不快の両方

の感情を認識できることが重要と言える。　

また，道徳的規範 24）は，「英国の殆どの人はビン

ジ飲酒することを認めるだろう」といった主観的規

範の推奨的規範に属する設問であった。飲酒に関す

る主観的規範は文化によっても異なる。日本は飲む

こと酔うことに寛容な文化をもつ 37）。このような

文化が，わが国のビンジ飲酒に対する主観的規範に

どのように影響するかは確認が必要である。また，

ビンジ飲酒に対して人が感じる社会的圧力には主観

的規範以外にも IBM で規定された「環境的制約」

にも影響する。今後は，わが国において，社会的圧

力を価値や期待とする「主観的規範」と行動環境と

しての「環境的制約」の両方から捉える IBM での

検討が必要になると考える。

３．介入効果の検討　

TPB を用いたビンジ飲酒の介入プログラムでは，

主として〈実施意図〉や〈信念メッセージ〉が実施

されていた。また，〈実施意図〉の効果は部分的に

しか認められなかった。〈実施意図〉は条件に特化

された「行動意図」であるため，一般的な「行動意

図」よりも強い介入効果が期待できる 38）。しかし，

今回の調査研究による介入手法では，ビンジ飲酒の

行動に至る３つの場面を Web 上で一度記載しても

らうにとどまっていた。この手法では記憶の定着に

課題を残す可能性が考えられる。今後の介入検討で

は，立案した実施意図を反復提示するなどして，そ

の効果を検証することも必要と考えられる。また，

〈信念メッセージ〉の効果についても，ビンジ飲酒

行動の変容には一貫した見解が得られなかった。今

回の介入手法は３分程度の動画教材にとどまったた

め，教育時間の再検討も必要と考えられる。更に，〈実

行意図〉〈信念メッセージ〉の介入検証は，大学生

に限定され，かつ論文数が少なかった。今後，対象

者層を広げ，対象者に応じた介入方法を検討しなが

ら更なる検証を重ねていく事が必要と考えられた。

研究の意義と限界

本研究の意義は，ビンジ飲酒についての TPB の

知見を整理し，その特徴を明らかにできたことにあ

る。一方で，研究限界は分析対象とした論文につい

て信頼性の検証が出来ていない事があげられる。
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Ⅴ．結　論
本研究では，TPB を用いたビンジ飲酒に関する

文献レビューを行った。TPB の測定は，近年では

IBM の構成概念を取り入れた項目が使用されてい

た。また，TPB の構成概念でビンジ飲酒行動に最

も強く影響していたのは「行動意図」，ビンジ飲酒

行動意図に最も強く影響していたのは「態度」であっ

た。この事から，ビンジ飲酒対策の検討に「態度」

を注視する必要性が示唆された。また，TPB 以外

の項目では，ビンジ飲酒行動に「習慣」「過去のビ

ンジ飲酒」「過去の問題飲酒」が影響しており，こ

れまでの習慣の強度を重視する必要性も明らかと

なった。更に，介入研究では，大学生を対象に「実

施意図」や「信念メッセージ」による介入が行われ

ていたが，部分的な効果にとどまっていた。

本研究の一部は，第 81 回日本公衆衛生学会総会で

発表した。また，本研究は JSPS 科研費 JP22K10928

の助成を受けたものである。
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